
5 ANTENNA No.98　2010.6

　授業サロンのメンバーになって
【司会（寺澤）】今日は中部
大学の『魅力ある授業づ
くり』への取り組みとし
て、昨年度秋学期に試行

した授業サロンについて、意見を交換
したいと考えています。
　授業サロンは、異なる専門分野の先
生方がお互いに授業を見学し、授業運
営に関するノウハウの交換や、それぞ
れの授業に関する改善点を見出すとい
う目的で、10人の先生に参加いただき、
5人ずつ2グループに分かれて実施し
ました。ここにいらっしゃる皆さんは、
それぞれのグループで授業サロンを経
験された先生です。まず皆さんに、こ
の授業サロンのメンバーになってくだ
さいと言われた時、そして実際に授業
を見ていただいた時の率直な感想をお
伺いしたいと思います。

【岡本】他の分野の授業を
見て、果たして分かるの
だろうかという疑問が、
まず率直な感想でした。

しかし実際に見せていただいて、それ
ぞれ専門分野は違うが、授業のスタイ
ルなど学ぶべきところが多い、こうい

うスタイルもあるのかと感心し、非常
に多くのことが吸収できました。
【栗濱】私は笑顔で授業をと思っていた
のですが、他の先生方の授業を見せて
いただいて、ああ、それだけではない
な、こういう授業もあるんだと、非常
に新鮮でした。
【堀井】看護は実習などもあるので、い
つでもどうぞというのは無理ですが、
こちらの都合に合わせていただけたの
で、そこはまずクリアし、普通の雰囲
気でやれば自分の特長を出せると思
い、前向きに取り組みました。
　実は、学生にどうやって自分のこと
として看護をとらえてもらおうかとす
ごく苦労していたので、他の先生方に
自分が精一杯やっているところを見て
いただいて、ご意見をいただければ、
これは自分のためになるのではないか
と思いました。良い意味での緊張感や、
モチベーションが上がるような感じは
ありました。ただ、学生がきちんとし
た態度で授業を受けてくれるかなとい
う意味での不安は少しありました。
【山北】私はこの授業サロンの話を聞い
た時、非常に緊張しました。それから、
自分の授業を見てもらうことに対する
怖さがありました。例えば自分の授業

運営や、教授方法が時代遅れになって
いるのではないか、あるいは他の先生
方が自分の全然知らない教え方をして
いたらどうしようといった不安があ
り、ドキドキした気持ちで当日を迎え
ました。しかし最初の10分を過ぎてか
らは普段通りにできました。

　自分の授業を振り返って
【司会】今回の授業サロンはそれぞれの
授業をすべてDVDに録画して、皆さん
に見ていただきました。自分の授業を見
たときのお気持ち、他人から指摘された
ことで、目からウロコが落ちたような気
づきの体験などをお聞かせください。
【栗濱】自分では、もっとテキパキやっ
ていると思っていたのですが、DVD
を見ると、非常にゆっくりだなという
ところがありました。
【堀井】90分の授業をDVDで見て自分
を振り返ったことは初めてでした。思っ
た通り、機関銃のようとは言いません
が早口でした。DVDを自分で見る場
合は、おそらく欠点ばかり見るんです
よ。ここをこうすれば良かったと。
【山北】私もDVDで自分の授業を見た
のは初めてで、1回目を見たときは、
もうただ気恥ずかしいだけで、細かい
ところを見られずに終わってしまった
のですが、2回目は、“素”の自分とあ
る程度距離を置いて、客観的に教員と
しての自分を見ることができました。
一度客観的に見てしまうと、気になる
個所が非常に多くなってきてしまいま
した。自分の授業を客観的に見るとい
う経験をしたことは、すごく大きかっ
たと思います。自分が提供する商品と
しての授業の品質を上げていかなけれ
ばいけないと思うんですね。自分自身
を見たことがないのは、何のチェック
もしない商品を店頭に並べているのと
同じです。
【岡本】去年、自分の姿を初めて見たと
きに、「ああ、話し方が速いな、途切
れがないな」と気が付きました。他の
先生方からの指摘でも学生の授業評価
でも、やはり早口だということでした。
DVDと、皆さんからの意見、それか
ら学生の評価と、3つが共通ですと、
ああ、やっぱりそこなんだなと強く認
識するんですよね。
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　意見交換会に参加して
【司会】この授業サロンでお互いに授業
運営の中での気づきを交換し合うの
は、そのまま自分たちの授業の個別カ
ウンセリングを受けているのと一緒
で、自分自身が成長するきっかけに
なっていると思います。
　では次に意見交換会の感想、授業サ
ロンの今後の課題についてはいかがで
すか。

【堀井】授業を見学して生
じた疑問や自分の参考の
ためにさらに詳しく聞い
てみたいことが、意見交

換会の場でダイレクトに聞けるんです
ね。非常に参考になりました。
【山北】意見交換会で、他学部の先生方
とも、問題点や課題を共有できたこと
は、非常に良かったと思います。今ま
で自分が考えたことのなかった考え方
も聞けたので、すごく参考になりまし
た。
　ただ、それがすぐ解決に結び付くか
というと、そこは難しいところなので
すが、やはり回数を重ねていろいろ試
行錯誤しながら解決していかなければ
いけない問題だと思います。
【司会】苦労しているのは自分だけでは
ないんだという感覚ですね。今の学生
にどのように向き合えば良いのか、み
んなそれぞれ悩んでいて、その悩みを
分かち合い共有できる仲間がいるとい
うだけで、教育に関するモチベーショ
ンが下がらずに済みますね。
【岡本】具体的な手法として、板書とパ
ワーポイントのどちらがいいか悩んで
いたのですが、それぞれの先生方の板
書やパワーポイント、プリントの使用
のコツを意見交換会で詳しく教えても
らったのは、とても参考になりました
し、分野を越えていろいろなことをお
話しできました。人文系だけでは見え
ていないような視点を社会科学系や理
系の先生とお話しすることで、知識の
融合が起こる可能性があることをサロ
ンの付加価値として感じました。
【栗濱】意見交換会は、やっぱり顔を合
わせるということにインパクトがあり
ますね。紙でコメントシートをいただ
いて、それを読んで、ああなるほどと

思いますが、もう一回きちんと言葉に
して言っていただくというのは、その
方の気持ちも含めて伝わってくるので
非常に良かったなと思います。教員同
士で意外な側面なんかも垣間見れて楽
しかったですね。
【司会】この授業サロンは、中部大学の
『魅力ある授業づくり』の取り組みの1
つとして、特色あるものになっていく
でしょうか。今後、この授業サロンを
どのようにしていくと良いのか、ご意
見を伺いたいのですが。

【山北】学生への教育効果
を考えた場合、もちろん
魅力ある授業をやってい
くことは当然なのです

が、それをきちんと何らかの形で測定
して、評価し、その目標を定めるにし
ても何らかの基準があったほうがいい
と思うのです。そういったものを今後、
どのような形で設定して、改善活動に
生かしていくかだと思います。
【岡本】やっぱりお互いを高めるため
に、こういう小さな授業サロンを継続
的に実施し、どんどん人を入れ替えて
展開していった方が、より自分の気づ
きや自分の授業の改善につながる可能
性があるのではないかと思います。
【栗濱】急速な展開は難しいかもしれま
せん。しかし良い試みなので、じわじ
わと進めていければいいと思います。
結局、継承したいのは、授業に取り組
む姿勢とか、あるいは心だと思うので
す。技術はそれを伝えるための道具に
すぎません。
【堀井】私は、山北先生の「品質チェック
もないものを商品として売るのか」とい
う意見にすごく納得できます。ですか
ら、私たちのように体験した者が、ま
ず学科でアピールをすれば、1人でも2
人でも手を挙げてくださる方がいると
思うのです。興味のある方はいらっしゃ
るので。ただ知らないだけではないか
と思いますし、まだ教員歴の浅い人に
「頑張ってみたら？」とサロンへの参加
を勧めるのもいいかもしれません。

　授業サロンの勧め
【司会】学生からの授業評価とは違う授
業サロンのメリットを知っていただけ
ればいいと思うのですが。

【堀井】授業評価は学生主体なので、内
容が面白いといいとか、ちょっと評価
が偏ってしまうことがあります。それ
も学生の興味を引くためには大事かも
しれませんが。教員が注目するのは、
授業運営の仕方であったり、時間の配
分などです。それは、良いとか悪いと
かではなく、こういう授業サロンでな
いと出てこない指摘ではないかと思い
ます。単なる評価とは違いますね。
【山北】学生はいろいろな意識を持って
いるので、その授業評価もまちまちで
す。授業サロンは、授業をどうやって
良くしていくかという意識が、全員の
先生方にありますから、評価基準も非
常に分かりやすいと思います。

【栗濱】繰り返しになりま
すが、結局、授業評価は
学生の主観で、それはそ
れで本当に大事なことな

のですが、授業サロンは教員が客観的
にきちんと全体を見るので、それらの
評価や指摘を有効に活用して授業をつ
くっていくことが大事だと思います。
【司会】最後に大学教育研究センター長
の坪井和男先生から、この授業サロン
の取り組みについてのご講評をいただ
ければと思います。

【坪井】中部大学の『魅力
ある授業づくり』が活動
を開始して2年、FD活動
ワーキンググループの分

科会の先生方のみでなく、熱心な有志
10人の先生方が、自主的に授業サロン
として「お互いに高め合う」を合言葉に
自主的に活動できたことは大いなる成
果ではないかと思います。
　この試みが授業改善だけではなく、
学部を越えた、いわば教員の教育力の
融合とでも言いますか、そういうFD
ネットワークの構築にも大いに貢献し
ていると思います。
　あまり無理のないように、継続でき
得るような形を追求して、本学の授業
改善、ひいてはFDネットワークが社
会からも大いに評価されることを望
み、また『魅力ある授業づくり』への取
り組みの積み重ねが、“魅力ある中部
大学”につながることを大いに期待し
ています。

（文中敬称略）


